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研究の背景及び目的
2017 年の“我が国の人口動態”によると，2015 年の全出生数に対する




生体重 1500g 未満の極低出生体重児における 6歳時の神経学的障害の割
合は，知的障害 12％，運動障害 7.7％（独歩不可，独歩可ともに 3.7％），



























































2006 年から 2008 年に当院NICUに入院した極低出生体重児は，139 例
であった．そのうち死亡退院 8例，退院後死亡 2例を除いた 129 例を分析
対象とした．
1．臨床背景（表1）
フォローアップ対象児の在胎期間の中央値は，29 週 3 日，出生体重の






例を除く 105 例中 82 例（78.1％）であり，そのうち超低出生体重児は転
院 14 例を除いた 46 例中 37 例（80.4％）であった．フォローアップが中
断となった 23 例については，家族の希望による中断が 2例，予約日に来
院されなかったことでの中断は 21 例であった．また，中断前の最終知能
指数は，知能検査を実施した 15 例中 8例が正常域，3例が境界域，4例が
知的機能の遅れを認めた．
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6 歳までフォローアップが継続された 94 例における 6歳時の知能指数
を，表 2に示す．超低出生体重児では 43 例中 8名（18.6％），極低出生体





フォローが継続された 82 例における 9歳時の知能指数を表 3に示す．
超低出生体重児では，37 例中 7名（18.9％），極低出生体重児では，45 例




で知的障害に該当した児は 3例おり，うち 2例は 10 以上低下した．
また，6歳時に最重度・重度と判定された 3例は，療育センター等でフォ
ローがされており，9歳時にはフォロー中断となっていた．
























































〈症例1〉在胎週数 24 週 4 日，体重 871g で出生．退院時の頭部MRI の







を利用することで，身体障害者手帳は 3級から 5級へ，療育手帳は 3級か
ら 4級へと下がり，各機関で相談ができていることから，9歳でのフォロー
終了となった．





















































































































































況を除いた 105 例中 82 例（78.1％）が 9歳まで継続フォローが可能であっ
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